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はじめに
事前に、この研究は人の怠けと直接関係がないことをここに示し

ておく。

現代、時間に迫られ生きる中で、交通機関の遅延は日常生活に紐

付いていると思う。

特に月曜日に遅延が出るとよく聞き、私自身もそう感じる。

そこで「月曜日は電車の遅延が起きやすい」と仮定して、登校時に

利用している電車で調べてみることにした。

目的
①電車という身近なものでもデータを集めることができ、

調査や研究をできることを示す。

②集めたデータを分析して、電車の遅延の元となるものを見出す。

③関係性を導くことができれば、その改善策等を提案する。

方法

考察

以下の①〜④の事項を調査し、データを集めてまとめる。

①電車*の各駅の発車時刻、到着時刻

②調査日の天気

③調査日の曜日

④おおよその乗客の人数

*JR成田線6:53銚子駅発 調査範囲:銚子駅〜香取駅

まとめる際、平均よりも早いか遅いかで色分けをする。

〔表1から分かること〕

◯全体的に平均よりも早いものが多く、遅いものが少ないことから、

通常の場合にいくつかの遅いデータが合わさったような分布にな

っていると考えられる。

◯標準偏差から、駅を発車する時よりも駅に到着する時の時刻にば

らつきが多いことが分かる。これは、到着時間は毎回の電車の運

転に左右される反面、発車時刻は車掌によってある程度コント

ロールができるからだと考えられる。始発駅より離れるほどばら

つきが多いことも似たような理由で納得できる。

〔表2から分かること〕

◯木曜日に遅延が起きやすいことが分かった。特に、始発時点から

の遅れが多く見られた。月曜日については、データ数が少ないた

め、遅延が起きやすくないとは言い切れない。

〔表3から分かること〕

◯表3より、晴れの場合は遅延が起きにくいといえる。雨の場合に

ついては、データが少ないため天気との関係性があるとは言い難

い。

〔乗車客数との関係について〕

○乗客の人数との関係は、ないと考えられる。なぜなら、この調査

で観察していた中でギリギリで乗車する人を見かけなかったから

だ。都心の電車でもない限り、停車時間が乗車客に左右されるこ

とはないと考えられる。

今後の展望結果

・より確実なデータを得るためにこのまま調査を続ける。

・停車時間についてもまとめてより深く考察をする。

・国土交通省の調査を参考にして改善策を考える。

・この研究をどのように応用させるか考える。

表1 データ（一部）

表2 曜日別の遅延の確率

表3 天気別の遅延の確率

(早い→緑、遅い→赤、平均→黄）

表2より、曜日別で見ると木曜が一番遅延
の確率が高く、火曜、月曜と続く形になっ
た。
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